
  

３.産業別の就業状況

第３次産業

第２次産業

第１次産業

総数
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49.3%

78.4%

58.4%

54.9%

50.7%

21.6%

41.6%

45.1%

■産業別男女別就業者の割合（令和２年）
男 女

令和2年

27年

22年

17年

12年

7年

平成2年

昭和60年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.7%

5.1%

5.0%

5.9%

6.0%

6.8%

8.3%

10.0%

17.8%

18.7%

18.7%

19.2%

22.3%

23.1%

22.3%

21.1%

77.5%

76.2%

76.3%

74.9%

71.7%

70.1%

69.4%

68.9%

■産業別就業者割合の推移
第１次産業 第２次産業 第３次産業

資料：総務省統計局「国勢調査」

第１次産業
4.7%

第２次産業
17.8%

第３次産業
77.5%

農業,林業
4.7%

建設業
10.0%

製造業
7.6%

鉱業,採石業,
砂利採取業

0.2%

医療,福祉
18.5%

卸売業,小売業
16.4%

公務
8.4%

サービス業
6.7%

宿泊業,
飲食サービス業

5.1%

教育,学習支援業
5.0%

生活関連サービス業,
娯楽業
4.3%

運輸業，郵便業
4.4%

学術研究,専門・
技術サービス業

2.1%
金融業，

保険業
2.1%

複合

サービス事業
1.8%

不動産業，

物品賃貸料
1.5%

電気・ガス・

熱供給・水道業
0.7%

情報通信業
0.6%

■産業（大分類）別就業者数の割合（令和２年）

総　数

18,184人

資料：総務省統計局「国勢調査」

65歳以上の就業者の割合は

全産業で17.5％、第1次産業

（農業、林業）では41.2％を占め

ています。

昭和60年（1985年）

と比較すると、働く女

性の割合が増加してい

ます。（36.9％から

45.1％へ）

資料：総務省統計局「国勢調査」
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